
はじめに

『ナルニア国物語』の作者Ｃ・Ｓ・ルイスは「子どもが魔法の森のこと

を読んだからといって現実の森をばかにしたりはしない。それどころか、

かえってそのために現実の森はいくぶん魔法がかってみえてくるだろ

う」と言った 。『指輪物語』の作者 J・R・R・トールキンも「ペガサス

を創り出したことによって馬が高貴なものとなった」と ファンタジー

の回復効果>についてのエッセイのなかで語っている 。英米児童文学の

ファンタジー作品には、主人公が現実世界から異世界の魔法の国へと

入ってゆく舞台設定のものが数多くみられるが、そのほとんどの場合、

魔法の国への入り口は現実世界に存在するありふれたものや場所で、特

別な道具や空間移動の魔法の呪文を必要としたりしない。そのことが日

常世界と「地続き」の場所に不思議な世界が存在しているかもしれない

という「連続感」を読者にあたえている 。読者にとって魔法の国への入

り口は自分の身近にある場所であればあるほど、主人公への感情移入が

たやすくなるであろうし、しかも物語世界の記憶のおかげで自分の平凡
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な日常の奥行きが深まってゆく。自分の周りにある日常が特別な意味を

帯びはじめるのだ。それこそがトールキンの言う ファンタジーの回復

効果>だろう。

ここでは、そのような読者の世界に存在する平凡な場所から、物語の

主人公が魔法の国へと入ってゆく場面を英米児童文学の代表的な作品の

なかから読んで、日常のどのようなものや場所に魔法がかけられている

のかをみてゆきたい。ルイス・キャロルの二冊の『アリス』の物語、L・

フランク・ボームの『オズの魔法使い』、ジェイムズ・M・バリの『ピー

ター・パン』、C・S・ルイスの『ライオンと魔女』、フィリッパ・ピアス

の『トムは真夜中の庭で』、J・K・ローリングの『ハリー・ポッターと賢

者の石』を年代順に取り上げる。

１．うさぎ穴、暖炉の上の鏡

ルイス・キャロル（Lewis Carroll,1832-98）の『不思議の国のアリス』

（Alice’s Adventures in Wonderland,1865）はイギリス児童文学の黄金

時代の幕開けを飾る作品だといわれている 。それまでの子ども向けの

本はもっぱら教訓的なものばかりだったが、ここで初めて純粋に子ども

の楽しみのための本が誕生した。そしてそれにふさわしく、アリスは現

実世界から不思議の世界へと入ってゆく。川べりで挿絵もついていない

本を読んでいる姉のそばで退屈していたアリスは、懐中時計をみながら

走ってゆく白いうさぎに気がつき、跡を追ってゆく。

...... when the Rabbit actually took a watch out of its
 

waistcoat-pocket, and looked at it, and then hurried on, Alice
 

started to her feet ......burning with curiosity,she ran across the
 

field after it,and fortunately was just in time to see it pop down
 

a large rabbit-hole under the hedge.
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In another moment down went Alice after it, never once
 

considering how in the world she was to get out again.

The rabbit-hole went straight on like a tunnel for some way,

and then dipped suddenly down,so suddenly that Alice had not a
 

moment to think about stopping herself before she found herself
 

falling down a very deep well.

Either the well was very deep or she fell very slowly,for she
 

had plenty of time as she went down to look about her,and to
 

wonder what was going to happen next. First,she tried to look
 

down and make out what she was coming to,but it was too dark
 

to see anything;then she looked at the sides of the well, and
 

noticed that they were filled with cupboards and pictures hung
 

upon pegs. She took down a jar from one of the shelves as she
 

passed; it was labeled “orange marmalade,”but to her great
 

disappointment it was empty:she did not like to drop the jar for
 

fear of killing somebody,so managed to put it into one of the
 

cupboards as she fell past it......

Down,down,down ......when suddenly,thump!thump!down
 

she came upon a heap of sticks and dry leaves,and the fall was
 

over.

うさぎ穴のある野原なんてイギリスにはいくらでもある風景だろう。

服を着て懐中時計を持つうさぎというのは現実離れしているものの、子

どもがみかけた動物を追い掛けるのは自然な行為だし、うさぎ穴のなか

に入ってから、深い井戸をまっすぐ落ちてゆく途中でアリスがみたり考

えたりすることがすべて日常的なのもおもしろい。井戸の壁には戸棚が

あり、絵が掛かっている。アリスは棚のオレンジ・マーマレードのびん
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をとったり戻したりもしている。まるで普通の家の居間にいるようなの

んびりとした雰囲気だ。こんなに落ちているんだもの、もう階段から落

ちるのだって怖くはないとアリスは思う。学校で習ったことを思い出し

ながら、地球の中心までは何マイルかとか、地球のむこう側に着いたら

そこはニュージーランドなのかオーストラリアなのか礼儀正しく尋ねて

みようと考えたり、飼い猫のダイナが寂しがるだろうなとか、誰かミル

クをあげてくれるだろうかと思いめぐらす。そしてずっと落ちていった

あとで、小枝や枯れ葉の山の上にけがもなく着地する 。

そこからたくさんの扉がついた廊下をさまよい、小さな黄金の鍵をガ

ラスのテーブルの上にみつける。小さな扉にその鍵が合うことがわかる

のだが、体が入らない。すると小さなびんに気がつき、「わたしをお飲み」

と書いたラベルがついている。この物語はこの辺りからどんどん不思議

の国らしくなってゆく。『不思議の国のアリス』では、どこにでもありそ

うな川べりからうさぎを追いかけて穴に入ることによって魔法の世界へ

入ってゆく。すべては実は夢のなかの出来事なのだが、それは最後を読

むまでわからない。そのことも、現実にみる夢がさめてみるまで夢だと

わからないのと同じだ。

続編『鏡の国のアリス』（Through the Looking-Glass, 1871）は、居

間の大きなひじ掛け椅子に座ってアリスが飼い猫ダイナの子どもキティ

に話し掛けているところから始まる。アリスが巻いている毛糸玉にキ

ティがじゃれているのを、アリスが叱ったりかわいがったりしているの

だ。『不思議の国のアリス』の冒頭ではダイナの名前が出てくるだけだっ

たが、ここではそのダイナに子猫が生まれている。アリスも少しおとな

になっていることを読者に暗示しているのかもしれない。言うことをき

かないキティにそのすねた顔を映してみせるために、アリスは子猫を暖

炉の上にある鏡の前に持ち上げる。
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......So,to punish it,she held it up to the Looking-glass,that it
 

might see how sulky it was―“and if you’re not good directly,”

she added,“I’ll put you through the Looking-glass House. How
 

would you like that?

“Now ...... I’ll tell you all my ideas about Looking-glass
 

House. First,there’s the room you can see through the glass―

that’s just the same as our drawing-room,only the things go the
 

other way. I can see all of it when I get upon a chair―all but the
 

bit just behind the fireplace. Oh! I do so wish I could see that
 

bit!......Well then,the books are something like our books,only
 

the words go the wrong way;I know that,because I’ve held up
 

one of our books to the glass,and then they hold up one in the
 

other room.

“How would you like to live in Looking-glass House,Kitty?

......Oh,Kitty! How nice it would be if we could only get through
 

into Looking-glass House!......Let’s pretend the glass has got all
 

soft like gauze,so that we can get through. Why, it’s turning
 

into a sort of mist now, I declare! It’ll be easy enough to get
 

through―”She was up on the chimney-piece while she said this,

though she hardly knew how she had got there. And certainly
 

the glass was beginning to melt away,just like a bright silvery
 

mist.

In another moment Alice was through the glass, and had
 

jumped lightly down into the Looking-glass room......

Then she began looking about and noticed that what could
 

be seen from the old room was quite common and uninteresting,

but that all the rest was as different as possible.
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おりこうにしないと鏡のむこうの国にやってしまうわよ、とキティを

おどしていたのが、いつの間にかアリスは自分が暖炉の上にあがってい

て、そこにある鏡が銀色のもやであるかのように柔らかくなり、鏡をぬ

けて憧れていたむこうの国に入ってゆく 。

鏡のむこうの国では、現実の世界から鏡のなかにみえる部分は現実と

同じだが、そのほかの部分がずいぶん違う。最初に気づくのは、暖炉の

上の置き時計の文字盤だ。鏡のなかでは時計の背面が映っていただけな

のに、鏡の国の時計には顔がついていてアリスに笑いかけている。ジョ

ン・テニエル（John Tenniel,1892-1914）は現実の鏡のなかに入ってゆ

くアリスの姿と、鏡の国の鏡から出てくるアリスの姿を見事な挿絵に描

いており、版によってはその二枚の挿絵が背中合わせになるよう印刷さ

れていて、とても楽しい。雪の降る冬のある日に、居間にある暖炉の前

のひじ掛け椅子で子猫と遊んでいたアリスが、鏡というどこの家にでも

ある日用品を通して魔法の国に入ってゆくこの物語は、「不思議の国」へ

の行きかたよりももっと身近なところで起きている。『鏡の国のアリス』

を読んだあと、子どもが鏡を不思議で神秘的なものとして感じるのは当

然だろう。

二冊の『アリス』はどちらもアリスが夢をみているという設定だが、

夢からさめたあと、またすぐに物語冒頭の現実のつづきにアリスがすん

なりと戻ってゆくのも大切なところだ。『不思議の国』ではアリスは川べ

りで本を読んでいる姉の横で目をさますし、『鏡の国』では夢のなかでア

リスが揺さぶっていたチェスの赤の女王は、実は子猫のキティだったこ

とに気がつき、また猫とのおしゃべりをとめどもなく続けてゆく。この

ふたつの物語は毎日のようにみる夢でさえ、ファンタジーの領域に入る

ものとして高みにあげているのだ。
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２．カンザスの竜巻き

L・フランク・ボーム（Lyman Frank Baum,1856-1919）の『オズの

魔法使い』（The Wizard of Oz,1900）は写実主義が圧倒的に多いアメ

リカの児童文学作品のなかではめずらしい存在だ。アメリカに移住した

白人たちの間でファンタジーがあまり生まれなかった理由についてアリ

ソン・ルーリーは、アメリカ大陸には「架空の不思議のかわりに新大陸

の自然の不思議があり、妖精や竜のかわりにインディアンや野生の動物

がいて、魔法のかけられた湖や山のかわりにナイアガラの滝やロッキー

山脈があった」と述べている 。「童話の国、妖精の国」としてよく語ら

れるイギリスと、おもしろいほどの対照をなす。しかしイギリスの想像

力とアメリカの自然をまるで融合させるかのように、『オズの魔法使い』

ではアメリカの大自然の驚異のひとつである竜巻きが魔法の国への入り

口になっている。

両親のいないドロシーはカンザスの平原でヘンリーおじさん、エムお

ばさん、そして犬のトトと一緒に暮らしている。その風景は、平原も、

たがやした土地も、日に焼かれた草も、ペンキの色褪せた家までもが、

すべて灰色だ。ある日のこと、北と南から強い風が巻き起こり、怖がっ

てベッドの下に隠れてしまった犬のトトを追いかけているうちに、ドロ

シーは地下の避難壕に入りそこねてしまう。そして突然家が回転しはじ

め、竜巻きによって空中に巻き上げられてしまったことがわかる。

From the far north they heard a low wail of the wind,and
 

Uncle Henry and Dorothy could see where the long grass bowed
 

in waves before the coming storm. There now came a sharp
 

whistling in the air from the south,and as they turned their eyes
 

that way they saw ripple in the grass coming from that direction
 

also......
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“There’s a cyclone coming,Em,”he called to his wife;“I’ll go
 

look after the stock.” Then he ran toward the sheds where the
 

cows and horses were kept.

Aunt Em dropped her work and came to the door. One
 

glance told her of the danger close at hand.

“Quick,Dorothy!”she screamed;“run for the cellar!”

Toto jumped out of Dorothy’s arms and hid under the bed,

and the girl started to get him......Dorothy caught Toto at last,

and started to follow her aunt. When she was halfway across
 

the room there came a great shriek from the wind,and the house
 

shook so hard that she lost her footing and sat down suddenly
 

upon the floor.

A strange thing then happened.

The house whirled around two or three times and rose
 

slowly through the air. Dorothy felt as if she were going up in
 

a balloon.

The north and south winds met where the house stood,and
 

made it the exact centre of the cyclone. In the middle of a
 

cyclone the air is generally still,but the pressure of the wind on
 

every side of the house raised it up higher and higher,until it was
 

at the very top of the cyclone;and there it remained and was
 

carried miles and miles away as easily as you could carry a
 

feather......

It was very dark,and the wind howled horribly around her,

but Dorothy found she was riding quite easily......In spite of the
 

swaying of the house and the wailing of the wind,Dorothy soon
 

closed her eyes and fell fast asleep......
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She was awakened by a shock ......the jar made her catch her
 

breath and wonder what had happened...... Dorothy sat up and
 

noticed that the house was not moving;nor was it dark,for the
 

bright sunshine came in at the window,flooding the little room.

She sprang from her bed and with Toto at her heels ran and
 

opened the door.

The little girl gave a cry of amazement and looked about
 

her,her eyes growing bigger and bigger at the wonderful sights
 

she saw.

The cyclone had set the house down,very gently......in the
 

midst of a country of marvelous beauty.

何時間も何マイルも、家ごと竜巻きに飛ばされているドロシーだが、

深い井戸をまっすぐ落ちてゆくアリスがのんきに考えごとをしているの

と同じように落ち着いていて、何が起きるんだろうかと思いながらもト

トと一緒に眠ってしまう。衝撃に目をさますと、家がどこかに着陸した

ことに気がつく。ドロシーが迷い込んだその土地には、したたる緑の草、

おいしそうに熟した実をつけた木々、色とりどりの花々、あざやかな羽

をもつ小鳥たち、きらきら輝きながら流れる小川などがあり、風景すべ

てが灰色のカンザスの平原からやってきたドロシーにとってはめくるめ

くような別世界である。これからドロシーがたどってゆく道は「黄色の

レンガの道（the road of yellow brick）」で、オズの魔法使いが住んで

いるのは「エメラルドの都（Emerald City）」だ。この物語には色彩がふ

んだんに登場する。ミュージカル映画の『オズの魔法使い』（1939年）で

は、現実の世界の場面をモノクロで、オズの国に着いてからの場面をカ

ラーで描いていて、その変化が目を惹く。

竜巻きはあこがれる対象ではありえないが、その予測不可能なところ
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や驚くべき破壊力は、アリソン・ルーリーが言う想像上のできごとにとっ

てかわるほどの自然の驚異にちがいない。それが魔法の国への行きかた

として登場する『オズの魔法使い』はやはり新大陸アメリカらしいファ

ンタジーであろう。この物語を知ることで、引用の冒頭で読んだように、

風の音が遠くから聞こえてきたり、風に草がなびいている様子をみたり

すれば、竜巻きとオズの国に連れてゆかれたドロシーのことを考えてし

まうだろう。そして家に帰りたいドロシーとトト、脳みそがほしいかか

し、臆病なライオン、心がほしいブリキのきこりが乗り越えてゆく冒険

の数々、求めていたものは初めから手元にあったのだと最後に気づく

メーテルリンクの『青い鳥』のようなテーマなども、読者の心に広がる

かもしれない。あたりまえのことだが、物語世界の記憶は積み重なって

ゆけばゆくほど複雑に絡みあい豊かになってゆく。『オズの魔法使い』は

自然現象に魔法の国への案内人の役をあたえた物語である。

３．子ども部屋の窓

ジェイムズ・Ｍ・バリ（James Matthew Barrie,1860-1937）の『ピー

ター・パン』（Peter Pan, 1911）は児童文学作品と言われているわりに

は言葉やイメージがむずかしいが、丁寧に読んでゆくことによって心に

残ることも多い物語である。ダーリング家の子どもたち、ウェンディー、

ジョン、マイケルの三人が、決して大人にならない永遠の少年ピーター・

パンに誘われて、ネバーランドと呼ばれるインディアンや海賊や人魚の

いる島へゆく。

母親のダーリング夫人は、子どもたちの夢のなかに「ピーター・パン」

という言葉がひんぱんに登場することを不思議に思っていた。ウェン

ディーに尋ねてみると、それは小さな少年で、夜に子ども部屋の窓から

入ってくるという。ある夜に、子ども部屋で縫い物をしながら寝入って

しまったダーリング夫人のもとに、ウェンディーが言っていたように窓
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から少年が入ってくる。

......while she was dreaming the window of the nursery blew
 

open,and a boy did drop on the floor. He was accompanied by
 

a strange light,no bigger than your fist,which darted about the
 

room like a living thing;and I think it must have been this light
 

that wakened Mrs Darling.

She started up with a cry,and saw the boy,and somehow she
 

knew at once that he was Peter Pan......He was a lovely boy,clad
 

in skeleton leaves and the juices that ooze out of trees;but the
 

most entrancing thing about him was that he had all his first
 

teeth.

その時に乳母役の犬のナナに飛びかかられてピーター・パンは窓の外

へ逃げ出すが、ナナに影をとられてしまい、その影を取りかえしにやっ

て来たところでウェンディーに初めて会うことになる 。赤ちゃんが最

初に笑うとその笑いのかけらが妖精になること、子どもが妖精を信じな

くなると妖精は死んでしまうこと、赤ちゃんのときに乳母車から落ちた

ロスト・ボーイたちはネバーランドで自分と一緒に暮らしていること、

自分はダーリング夫人が子どもたちに毎夜聞かせてあげる物語をこっそ

り聞くために窓辺に来ていたこと、つばめが軒下に巣を作るのはお話を

聞くためであること。ピーター・パンはウェンディーにいろいろなこと

をおしえる。この出会いの場面には珠玉のエピソードがいっぱいに詰

まっている。物語のなかの主人公が物語に夢中になっている、という設

定はなんとも素敵だ。

物語をネバーランドにいるロスト・ボーイたちにも聞かせてあげるた

めにピーターはウェンディーを連れてゆこうとする。自分たちがいなく
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なってしまったらママがかわいそうだし、それに飛び方だってわからな

いと断るウェンディーに、おしえてあげるからだいじょうぶとピーター

はあきらめない。ジョンに本当に飛べるのかどうか尋ねられ、ピーター

は部屋の中をぐるりと飛んでみせる。

It looked delightfully easy,and they tried it first from the
 

floor and then from the beds,but they always went down instead
 

of up.

“I say,how do you do it?”asked John,rubbing his knee. He
 

was quite a practical boy.

“You just think lovely wonderful thoughts.”

He showed them again.

“You’re so nippy at it,”John said;“couldn’t you do it very
 

slowly once?”

Peter did it both slowly and quickly. “I’ve got it now,

Wendy!”cried John,but soon he found he had not. Not one of
 

them could fly an inch......

Of course Peter had been trifling with them,for no one can
 

fly unless the fairy dust has been blown on him. Fortunately......

one of his hands was messy with it,and he blew some on each of
 

them,with the most superb results.

“Now just wriggle your shoulders this way,”he said,“and let
 

go.”

They were all on their beds,and gallant Michael let go first.

He did not quite mean to let go,but he did it,and immediately he
 

was borne across the room......

They were not nearly so elegant as Peter,they could not help
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kicking a little,but their heads were bobbing against the ceiling,

and there is almost nothing so delicious as that......

Up and down they went and round and round. Heavenly
 

was Wendy’s word.

“I say,”cried John,“why shouldn’t we all go out!”

Of course it was to this that Peter had been luring them.

Michael was ready:he wanted to see how long it took him to
 

do a billion miles. But Wendy hesitated.

“Mermaids!”said Peter again.

“Oo!”

“And there are pirates.”

“Pirates,”cried John,seizing his Sunday hat,“let us go at
 

once.”(pp.51-53)

最初ピーターは「なにか最高にすてきなことを考えれば宙に浮くよ」

とおしえるが、それは子どもたちをからかっていただけで、本当は「妖

精の粉」が必要だった。ピーターといつも一緒の妖精ティンカー・ベル

の粉を吹きかけてもらって、寝巻きを着たままの三人の子どもたちは子

ども部屋のなかを飛びはじめる。男の子のジョンとマイケルは飛べるこ

とにすっかり夢中になり、すぐにでも外へ飛び出してゆきたがる。初め

はためらうウェンディーだったが、弟たちも一緒だし、ピーターがおし

えてくれる海賊やインディアンや人魚の話はあまりにも魅惑的だった。

子どもたちの様子がおかしいことに気づいた犬のナナが、パーティー

に出かけていたダーリング夫妻を連れてもどってくるが、すでに子ども

たちはピーター・パンとともに大きな窓から飛び立ってしまったあと

だった。
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Then Peter knew that there was not a moment to lose.

“Come,”he cried imperiously,and soared out at once into the
 

night followed by John and Michael and Wendy.

Mr and Mrs Darling and Nana rushed into the nursery too
 

late. The birds were flown.(p.54)

ピーター・パンが言う「二つめの角を右にまがって、朝までまっすぐ

（“Second to the right,and straight on till morning.”p.56）」というネ

バーランドへの行きかたは、魔法の国へ行くための一種の合言葉として

知られるようになった。『アラビアン・ナイト』の「アリババと四十人の

盗賊」のなかで、財宝が隠された洞窟を開ける時にアリババが使った「開

けごま」という呪文と同じくらいに有名なはずだ。ごく日常的な「二つ

めの角を右にまがる」という道順と「朝までまっすぐ」という不可思議

な道順の組み合わせが愉快だ。子ども部屋という日常から、寝巻きのま

ま大きな窓をぬけて、妖精の粉の力を借りて夜空へと飛び立ってゆく子

どもたちにとって、半分は現実の世界、もう半分はすでに魔法の世界の

ような宙ぶらりんの感覚をあたえる道順であろう。子どもたちが寝る前

にベッドで物語を読んでもらうときに、この永遠の少年ピーター・パン

が子ども部屋の窓の外で耳を澄まして聞いているかもしれないと思える

ならば、その子どもたちは二重の意味で物語を楽しむことができるにち

がいない。

４．空き部屋の衣装だんす

C・S・ルイス（Clive Staples Lewis, 1898-1963）の『ライオンと魔

女』（The Lion,the Witch and the Wardrobe,1950）は ナルニア国物

語 （The Chronicles of Narnia,1950-56）のなかで最初に出版された

本で、ルイス自身が薦めるナルニア国年代記を読む順番のなかでは二番
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目の物語にあたる 。ロンドンの空襲をさけて田舎の知り合いのお屋敷

に疎開してきたピーター、スーザン、エドマンド、ルーシーの四人兄弟

姉妹が、着いた翌日が雨で、外で遊ぶかわりにお屋敷のなかを探検する

ことからこの物語は始まる。

そのお屋敷は終わりがないように思えるほどの広さで、不思議な部屋

がつぎつぎと現われる。絵がたくさん飾られ、鎧の置いてある細長い部

屋、ハープがある緑の壁紙の部屋、階段を三段降りてそれから五段上が

る場所、小さな広間からバルコニーにつながる扉のある部屋、本がぎっ

しり並べられたいくつもの続き部屋。そして大きな衣装だんすのほかに

は何もないがらんとした部屋に四人はやって来る。なんにもないや、と

言って上の三人はその部屋を出て行ってしまうが、いちばん年下のルー

シーはそこに残り、その衣装だんすの扉を開けてみる。

......To her surprise it opened quite easily,and two mothballs
 

dropped out.

Looking into the inside,she saw several coats hanging up―

mostly long fur coats...... She immediately stepped into the
 

wardrobe and got in among the coats and rubbed her face against
 

them...... Soon she went further in and found that there was a
 

second row of coats hanging up behind the first one. It was
 

almost quite dark in there and she kept her arms stretched out in
 

front of her so as not to bump her face into the back of the
 

wardrobe. She took a step further in―then two or three steps―

always expecting to feel woodwork against the tips of her fin-

gers. But she could not feel it.

“This must be a simply enormous wardrobe!”thought Lucy,

going still further in and pushing the soft folds of the coats aside
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to make room for her. Then she noticed that there was some-

thing crunching under her feet. “I wonder is that more moth-

balls?”she thought,stooping down to feel it with her hand. But
 

instead of feeling the hard, smooth wood of the floor of the
 

wardrobe, she felt something soft and powdery and extremely
 

cold. “This is very queer,”she said,and went on a step or two
 

further.

Next moment she found that what was rubbing against her
 

face and hands was no longer soft fur but something hard and
 

rough and even prickly. “Why,it is just like branches of trees!”

exclaimed Lucy. And then she saw that there was a light ahead
 

of her;not a few inches away where the back of the wardrobe
 

ought to have been,but a long way off. Something cold and soft
 

was falling on her. A moment later she found that she was
 

standing in the middle of a wood at night-time with snow under
 

her feet and snowflakes falling through the air.

毛皮のコートがたくさん掛かった衣装だんすのなかは、数歩すすんで

もうしろの壁にはたどり着かず、そのうちに足元には雪が、手には木の

枝が触れるようになる。遠くに明かりがみえ、もう一歩踏み出すとルー

シーは雪が降る森のなかに立っていた。好奇心が恐怖心にまさり、ルー

シーは夜の森のなかを雪を踏んですすんでゆく。ふりむくと、樹々のあ

いだからは衣装だんすの扉のむこうにある空き部屋の明るさがまだかす

かにみえる。森のなかの遠くにみえるもうひとつの明かりを目ざして十

分間ほど歩いてゆくと、それは街灯であることがわかった。かくれんぼ

うで衣装だんすや押入れに隠れたことのない子どもなどいるだろうか。

ドアのすき間から線のように細くみえる外界とは隔てられた暗闇のなか
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で、鬼が来て自分をつかまえるまでの恐怖と興奮が入りまじった時間。

そこに『ライオンと魔女』のこの場面の記憶が加わることによって、そ

の時間はなんと魔法めいたものになることだろう。暗闇のうしろには森

が広がっているかもしれないのだ 。

ルーシーは、ナルニアと呼ばれるその別世界でフォーン（上半身が人

間で下半身がヤギの神話の生き物）のタムナスさんの家でお茶をごちそ

うになったあと、衣装だんすを抜けて現実世界に戻ってくる。そのこと

をピーター、スーザン、エドマンドの三人にもおしえてあげようと衣装

だんすのなかをみせるが、それは毛皮のコートが掛かっているだけの普

通のたんすに戻っていた。なかをのぞくたびに、いつもそこが別世界へ

の通路になっていないことがこの衣装だんすの大きな魅力だ。そのこと

が、子どもたちが日常のなかでいつも目にする衣装だんすや戸棚の扉、

細長いスティールのロッカーの扉でさえ、いつの日かそこを開けると違

う世界につながっていることがあるかもしれない、と思わせることにな

るのではないだろうか。

ルーシーが森のなかでみつけた街灯も、ポーリーン・ベインズの線描

の挿絵とともに、この物語を読んだ読者の心のなかにいつまでも残るイ

メージである。街灯が放つ光の輪のなかに照らし出される雪は、ただ綺

麗な光景であるだけではなく、ナルニアの森の街灯のイメージがそこに

重なることによって、その体験は特別なものになるにちがいない。時代

としては『ライオンと魔女』の前にくる物語『魔術師のおい』（The
 

Magician’s Nephew,1955）を読めば、その街灯がなぜそこにあるのか、

衣装だんすの材料になった木はどこから来たのか、謎が解けるのではあ

るけれども、それを知らないまま『ライオンと魔女』を先に読んだほう

がずっといいと私は思う。謎のままのほうが、この衣装だんすや森のな

かの街灯は想像力をかきたてるものなのだから。
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５．裏庭への扉

フィリッパ・ピアス（Philippa Pearce,1920-2006）の『トムは真夜中

の庭で』（Tom’s Midnight Garden,1958）は、主人公が時間のなかを行

き来する「タイム・ファンタジー」と呼ばれる物語である。トムは弟の

ピーターと夏休みを自宅の裏庭で過ごすのを楽しみにしていたのに、

ピーターがはしかにかかったため、親戚のキトソン家にあずけられるこ

とになった。キトソン家は大きな屋敷を改装してアパートにした建物の

二階に住んでいた。一階のホールには三階に住む大家のバーソロミュー

夫人が毎日ネジを巻きに降りてくる大時計があるが、その時計は時刻通

りではないまちがった数を打つ壊れた時計だった。

同じ年頃の子どももいないし自由に遊び回る裏庭もないトムは、毎晩

なかなか寝つけず、時計の鳴らすまちがった音をかぞえるのが習慣に

なっていた。ある夜、真夜中に１から12まで数えたあとに、なんと13番

目の時計の音がした。いくら壊れた時計でも、今までに13時を打ったこ

とはなかった。そんなはずがないと思いながらも、時計の針が何時をさ

しているかを確かめてみるために、トムは真っ暗な廊下と階段を通って

一階のホールに降りていってみる。

Thirteen?......had it really struck thirteen? Even mad old
 

clocks never struck that. He must have imagined it. Had he
 

not been falling asleep,or already sleeping? But no,awake or
 

dozing,he had counted up to thirteen. He was sure of it......

Tom sat up in bed, a little angry in his turn. “Now,”he
 

said,“I’m going to prove this,one way or the other. I’m going
 

to see what the clock fingers say. I’m going down to the hall.”

......The lights on the first-floor landing and in the hall were
 

turned out ...... The only illumination was a sideways shaft of
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moonlight through the long window part way up the stairs.

Tom felt his way downstairs and into the hall.

......He could find the grandfather clock―a tall and ancient
 

figure of black in the lesser blackness―but he was unable to read
 

its face ......

Tom studied the moonbeam, with an idea growing in his
 

mind. From the direction in which the beam came,he saw that
 

the moon must be shining at the back of the house. Very well,

then,if he opened the door at the far end of the hall......he would
 

let that moonlight in. With luck there might be enough light for
 

him to read the clock-face......

Tom opened the door wide and let in the moonlight. It
 

flooded in ......The illumination was perfect,but Tom did not at
 

once turn to see what it showed him on the clock-face. Instead
 

he took a step forward on to the doorstep. He was staring,at
 

first in surprise,then with indignation,at what he saw outside.

That they should have deceived him―lied to him―like this!

They had said,“It’s not worth your while going out at the back,

Tom ...... A sort of back-yard, very poky, with rubbish bins.

Really,there’s nothing to see.”

Nothing ... Only this: a great lawn where flower-beds
 

bloomed;a towering fir-tree,and thick,beetle-browed yews that
 

humped their shapes down two sides of the lawn;on the third
 

side,to the right,a greenhouse almost the size of a real house;

from each corner of the lawn,a path that twisted away to some
 

other depths of garden,with other trees.

207

ひみつの扉をぬけて



一階の住人たちが起きると困るので明かりをつけることができず、裏

庭へ通じるドアを開ければ月の光が射し込むはずだと考えたトムは、大

時計の文字盤を読むために今まで通ったことのない扉を開けてみようと

思う。おじさんとおばさんはその裏庭のことを、ゴミ箱と一階の住人が

車を置いているだけの鋪装されてしまった狭い庭で、出て行ってみる価

値はない、とトムにおしえていた。ところがどうだろう、トムが扉の外

にみたものは、広々とした芝生に花壇の花々、そびえたつもみの木、芝

生を縁どるいちいの茂み、家ほどの大きさもある温室、そして庭の奥へ

とのびる小道があちこちにあるような立派な庭だった。おじさんとおば

さんは自分に嘘をついてこんな素晴らしい庭を隠していたんだ、と憤慨

するトムだったが、明日になったら思う存分この庭で遊んでやろうと

思ってベッドに戻る。

翌日、裏庭への扉を開けてみると、そこはおじさんとおばさんが言っ

た通りの狭苦しい、素敵なところなどひとつもない、ゴミ箱と車が一台

あるだけの鋪装された庭だった。混乱してしまうトムだったが、もう一

度、真夜中に大時計が13時を打つのを聞いてから裏庭に出てみることに

する。そしてまた行くことのできた真夜中の庭では、ハティという少女

との出会いが待っていた。裏庭への扉はいつでも素晴らしい庭に通じて

いるわけではないところが『ライオンと魔女』の衣装だんすと同じで、

それが扉をより魔法めいたものにしている。さらにこの物語では、古い

大時計が真夜中に13時を打つことが美しい裏庭へとトムが入ってゆく

ための条件になっていて、大時計と裏庭への扉との関係は、『ピーター・

パン』でティンカー・ベルの妖精の粉をふりかけてもらうことで子ども

たちが大きな窓から夜空へ飛び立ってゆけることと似ていなくもない。

こんなふうに、いつでもそうなるというよりは、なにかの条件があっ

てそうなる、という物語の設定の方が、子どもたちの日常においても、

いつもは平凡なものだけれど、なにかの力がはたらけばそれは魔法の国
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につながるものになるかもしれないと思えるし、だからこそファンタ

ジーが日常を彩ることになるのだ。しかも『トムは真夜中の庭で』では

それは裏庭への扉であり、扉を抜けてこちらからそちらへ行くという行

為は「これ以上に日常的な動作はなく、それを用いることはどんな子ど

もにもわかる言語」なのだ 。そしてこの物語は時計が時を告げる音をか

ぞえる行為にさえ、魔法を期待する気持ちをあたえることになった。

６．駅のプラットフォーム

J・K・ローリング（Joanne Kathleen Rowling,1965-）の『ハリー・

ポッターと賢者の石』（Harry Potter and the Philosopher’s Stone,1997）

は、出版されるやいなや世界各国で爆発的な人気を博し、ビデオゲーム

世代の子どもたちをふたたび読書へと引き戻した本だと言われた。挿絵

すら一枚もない、児童書としてはかなり長めの本が子どもたちに受け入

れられたのである 。この本はその意味でも魔法の本といえるだろう。

一歳の時に両親を失ったハリーは、親戚のダーズリー家でおじさん、

おばさん、いとこにいじめられながら十年間を過ごしてきた。十一歳を

迎える７月31日の誕生日の真夜中に、魔法界からの使者であるハグリッ

ドという大男がやってきて、自分は魔法使いなのだということ、ホグワー

ツという魔法界の学校に入学する時がやってきたことをおしえられる。

そのホグワーツ魔法魔術学校へゆくためには、９月１日にロンドンのキ

ングズ・クロス駅９と3/4番線から午前11時発のホグワーツ特急に乗れ

ばいいのだという。そんなばかなプラットフォームがあるわけがないと

おじさんに罵られながらもキングズ・クロス駅まで車で送ってもらった

ハリーだが、心配した通りそんなプラットフォームはどこにも見あたら

ない。大きなトランクとハグリッドが誕生日祝いに買ってくれた白いふ

くろうをかかえて、ハリーは途方に暮れる。

そこに「相変わらず、マグルで一杯ね」という女性の声が聞こえる。
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「マグル（Muggle）」というのは魔法使いではない人間のことを指す魔法

界の言葉だとハグリッドにおそわっていたハリーは、その赤毛の家族の

跡をついてゆく。一番上の息子が９番線と10番線のプラットフォームの

方に向かってゆくが、大勢の旅行客に遮られて、どうやってその男の子

が消えたのかわからなかった。つぎに双子の男の子たちが続くが、９番

線と10番線の間に向かって行ったと思ったら、急に消えてしまう。切羽

詰まったハリーはその母親らしき女性にやり方をきいてみるしかないと

決心する。

There was nothing else for it.

“Excuse me,”Harry said to the plump woman.

“Hullo, dear,”she said. “First time at Hogwarts? Ron’s
 

new,too.”

She pointed at the last and youngest of her sons......

“Yes,”said Harry. “The thing is―the thing is,I don’t know
 

how to―”

“How to get on to the platform?”she said kindly,and Harry
 

nodded.

“Not to worry,”she said. “All you have to do is walk
 

straight at the barrier between platforms nine and ten. Don’t
 

stop and don’t be scared you’ll crash into it, that’s very impor-

tant. Best do it at a bit of a run if you’re nervous. Go on,go
 

now before Ron.”

“Eh－OK,”said Harry.

He pushed his trolley round and stared at the barrier. It
 

looked very solid.

He started to walk towards it. People jostled him on their
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way to platforms nine and ten. Harry walked more quickly.

He was going to smash right into that ticket box and then he’d
 

be in trouble―leaning forward on his trolley he broke into a
 

heavy run―the barrier was coming nearer and nearer―he
 

wouldn’t be able to stop―the trolley was out of control―he was
 

a foot away―he closed his eyes ready for the crash―

It didn’t come...he kept on running ...he opened his eyes.

A scarlet steam engine was waiting next to a platform
 

packed with people. A sign overhead said Hogwarts Express,11
 

o’clock. Harry looked behind him and saw a wrought-iron
 

archway where the ticket box had been,with the words Platform
 

Nine and Three-Quarters on it.

赤毛の家族の母親がおしえてくれた魔法のプラットフォーム９と3/4

番線への行きかたは、９番線と10番線の間にある改札の仕切りにまっす

ぐに向かってカートを押して走ってゆけばいいだけだった。ぶつかる、

と思わず目を閉じてしまったハリーだったが、ぶつかる衝撃はなく、目

を開けるとそこには、人でいっぱいのプラットフォームの横に紅色の蒸

気機関車が停まっていた。「ホグワーツ特急、11時発」と書いた掲示板や

「９と3/4番プラットフォーム」と書いた錬鉄製のアーチもみえる。こう

してハリーは魔法のプラットフォームから魔法の特急に乗り、ホグワー

ツ魔法魔術学校へゆくことができる。

この場面によってロンドンのキングズ・クロス駅という、ロンドン市

内に行き先別にいくつもある駅のひとつが、魔法の国への入り口になっ

たのだ。ホグワーツ特急の窓からみえる景色の変化や、ホグワーツの自

然描写をみれば、ホグワーツがスコットランドのどこかにあることが想

像できる。現実でもキングズ・クロス駅は北へ向かう汽車が出る駅だ。
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ナルニア国物語 のなかで２番目に出版された『カスピアン王子のつの

ぶえ』（Prince Caspian,1951）でも、四人の子どもたちが駅のプラット

フォームからナルニア国へ入ってゆく場面がある。しかしそこではどこ

の町のどの駅なのかはわからない。ロンドンのキングズ・クロス駅だと

はっきりとわかっていることが大切なのだ。日常のなかのより具体的な

場所が魔法界への入り口になったことで、この場面の魔法のイメージは

より身近なものになったにちがいない。

第２巻『ハリー・ポッターと秘密の部屋』（Harry Potter and the
 

Chamber of Secrets, 1998）に登場する暖炉から暖炉への空間移動には

「煙突飛行粉（Floo powder）」という魔法の粉が必要であり、第３巻『ハ

リー・ポッターとアズカバンの囚人』（Harry Potter and the Prisoner
 

of  Azkaban, 1999）では時間を行き来するために「逆転時計（Time-

Turner）」という時計を使うことになる。第４巻以降もさまざまな空間移

動の手段が登場するが、そのような魔法界の特別な道具を使うことなし

に、キングズ・クロス駅での魔法のプラットフォームへの移動は行われ

ている。だからこそ『ハリー・ポッターと賢者の石』のこの場面は、全

７巻のシリーズのなかでも最も日常に近く、印象深い場面になっている

のではないだろうか。駅のプラットフォームは、現実にこれから行く土

地への期待と、魔法の国への想像が入り交じる場所になった。

おわりに

現実世界から魔法の世界へと主人公たちが足を踏み入れてゆく場面、

C・S・ルイスの言葉を借りるならば、現実をこれほど魔法がかったもの

にした場面を、７つのファンタジー作品のなかでみてきた。J・R・R・

トールキンの言う ファンタジーの回復効果>とは、ファンタジーを読

んでゆくなかで、特別な役割を持つものが登場すれば、日常のなかにあ

る同じものが平凡ではなくなり、前とはちがった秘められた意味を持ち
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はじめる、ということだ。それは日常生活におもしろみをあたえてゆく

もので、身近なものであればあるほど効果が高い。

異世界へ入ってゆく物語は、ここで取り上げた作品以外にもたくさん

あるし、未知にたいする人間の憧れがあるかぎりこれからも綿々と書き

続けられることだろう。 ハリー・ポッター シリーズの人気の影に隠れ

てしまい日本ではあまり知られなかったフィリップ・プルマン（Philip
 

Pullman,1946-）の ライラの冒険 シリーズ（His Dark Materials,1995-

2000）も異世界への旅を扱っている。第１巻『黄金の羅針盤』（The Golden
 

Compass,1995）では、主人公ライラがオーロラのかなたに別世界を垣間

みることになるし、第２巻『神秘の短剣』（The Subtle Knife,1997）と

第３巻『琥珀の望遠鏡』（The Amber Spyglass, 2000）では、迷いこん

だ別世界でライラが知り合った少年ウィルが、魔力をもつ短剣で空間を

切り取ることによって、そこにまた別の世界への窓が出現する。このシ

リーズは多層に重なる世界がいくつも登場するかなり複雑な物語である

が、根本にあるのは現実世界と隣り合わせに異世界があるという、今ま

でみてきた作品と同じ世界観だ。この作品はロンドンでは舞台にもかけ

られた。第１巻『黄金の羅針盤』が映画化されたこともあって、日本で

もこれからもっと人気が高まるのではないかと思う。

どの物語でも、主人公たちは最後に自分の出発点である現実世界にも

どってきている。魔法の国に行きっぱなしではいけないのだ。主人公が

再び現実世界に帰ってくるからこそ、魔法の国は魔法の国であり続ける。

これからもどんな舞台設定の物語が私たちを新しい魔法の国へと招き入

れ、私たちの日常に彩りをあたえてくれるのか、待ち遠しい。
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